
様式１
頑張る地方応援プログラム

都道府県名 青森県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの期間 平成１９年度～平成２１年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の方法
（ホームページアドレス

総事業費
（単位：千円）

（うちH20事業費）

600

（300）

310

（101）

910

（401）
総　　　計

その他特記事項

弘前大学教育学部地
域生活調査実習

教育学部生涯教育課程地域生活専攻の学生を中心とする調査団が当町を
フィールドに、広範な地域づくりや地域活性化のための調査研究を実施し成果報
告を行っています。町内５地区のうち、赤石、中村、鰺ヶ沢は既に実施済（H16～
H18）です。残りの舞戸地区は平成19年度、鳴沢地区は平成20年度に調査を実
施します。

汚泥の実用化に向けた
共同研究

西海岸衛生処理組合（一部事務組合）が処理している汚泥の堆肥化に向けて、
弘前大学農業生命科学部との共同研究が平成１７年度よ化本格的に行われてい
ます。汚泥堆肥の活用により、農産物の品質向上や有機農産物として販売促進
を図るとともに、将来的には汚泥の肥料化、量販化など汚泥の用途拡大を目指し
ます。

⑪その他

http://www.ajigasawa.net.pref.aomori.jp/ganpro/

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

鰺ヶ沢町

地域連携事業の展開による地域活性化モデル形成
プロジェクト

プロジェクトの目
的、概要及び具体的
な成果目標

（目的、概要）
当町と国立大学法人弘前大学は、平成１７年１０月６日、産業、文化、教育、まちづくり、学術の分野等において相
互に協力し、地域社会の発展と人材育成に寄与することを目的に、包括的な協定を締結しました。当町の懸案事
項として将来的に取り組むべき主要な施策との関連、またそれを端緒とするリーディングプロジェクトの実践により地
域活性化モデルの形成を目指します。
◎本プロジェクトの方向性・ねらい
 ・広範な地域づくりに係る地域生活調査研究（町内５地区）及び成果報告
・当町主要施策と関連する連携事業の推進・強化（港湾振興、バイオマスの活用、内水面漁業振興、公共交通対

策、医療確保対策、中心市街地活性化対策等）

（具体的な成果目標）

 現在進行中の汚泥堆肥の実用化により、農業産出額の向上を目指します。

  現状（H17年度）  336千万円 → 目標(H21年度） 350千万円


